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使用するICT機器・準備物

  学校内のICT環境，活用実態

本市では，Society５.０を生き抜くために，
これまで蓄積してきた教育と最先端の ICT
のベストミックスを目指した「GIGA スクー
ル構想」を掲げている。また，「いかす」，「つ
なぐ」，「ひらく」をキーワードに，従来か
ら続けてきた「松山の授業モデル」と ICT
活用を掛け合わせた新しい「松山の授業モ
デル」を推進し，学習の基盤となる方法活
用能力や，教科等の資質・能力を育成して
いくことを目指している。

本校は，市の「GIGA スクール構想」に
基づき，「Society５.０を生き抜く力の育成」
を基本目標に定め，２０２１年春から生徒１
人１台端末と学習者用デジタル教科書の整
備をきっかけに，より有効な活用ができな
いかと考え，学校をあげて教材研究に取り

組んでいる。電子黒板や各教室に１台ある
タブレット PC と生徒１人１台端末，ロイ
ロノートを利用して，一斉授業や協働学習，
反転授業など，各教科の特性を生かしたさ
まざまな取組を行っている。

数学科では，具体を通して，算数・数学
の内容を確実に理解し，数学的に考える力
を育成することが重要と考えている。その
ために ICT を効果的に活用することが重要
であり，課題の提示を工夫したり，技能の
習得や知識の蓄積をしたりするために使用
している。生徒たちも機器の操作に徐々に
慣れてきており，授業の流れを理解し，自
分なりの方法でデジタル教科書やロイロ
ノートを活用し，理解を深めている。
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実践タイトル

授業の流れ 主な学習活動  ▶︎教師の手立て　  留意点

導  入 ■表をもとに，xの値を負の数まで拡張させた比例の関
係のグラフを考える。

■ x座標，y座標が整数になる点をとり，グラフの概形
をイメージさせる。 表をもとに，それぞれの座標の点を

デジタル教科書上にとっていく。

小学校の学習内容を意識させ，負
の数の範囲でどのようなグラフに
なるかイメージさせる。

展  開 ■ 0.5，0.25 刻みで点を自力でとっていくのは難しいの
で，デジタル教科書を使用して確認する。 0.5，0.25 刻みでグラフ上に点を

とっていく作業を１人ずつさせて
いると，時間がかかるので，デジ
タル教科書を使用して確認する。

点を増やしていくと，点の集合が線
になることを確認し，定規を使って
直線を引くことに気付かせる。

授業の展開　　  未来へひろがる数学１　教科書 p.１２４〜１２６ 

p.124　紙面（ひろげよう）

p.124　アニメーション（y＝2xのグラフ）

学習者用デジタル教科書

機器・教材
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指導者用デジタル教科書
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授業の流れ 主な学習活動  ▶︎教師の手立て　  留意点

■比例定数が負の数になるときの比例の関係をグラフに
表す。

■直線を引くためには原点を含めた２点を取れば，比
例のグラフをかくことができることに気付かせ，色々
な比例のグラフをかかせる。

■教科書 p.126 の問３を解く。

比例定数が負の数になっても，同
様に成り立つことを確認させる。

１つのグラフ用紙に２つ以上のグ
ラフをかくときは，見分けが付く
ように式か問題番号をかくことを
伝える。

効率よく直線のグラフをかく手立て
をデジタル教科書を使用して伝え
る。

生徒一人ひとりの問題解決のペース
に違いがあるので，答え合わせを自
分のペースでできるように，解答パ
スワードを生成・表示しておく。

まとめ ■比例の関係 y＝ axのグラフは，原点を通る直線であ
ることをまとめる。

p.126　スライド（比例のグラフ）

p.126　紙面
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指導者用デジタル教科書

指導者用デジタル教科書

学習者用デジタル教科書
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  生徒の反応，実践の手ごたえ

  まとめ

・本校は数学を苦手とする生徒が多い。 小学
校の算数でつまずいている生徒は特に，
自分は数学ができない，という固定概念
が拭えず，手が止まってしまう。しかし，
学習者用デジタル教科書を使用している
と，触ってみよう，やってみようという
意欲が湧いてくる。自分でコンテンツを
読み込み，数学に取り組んでみようとい
う姿勢が見られるようになった。授業に
積極的に参加する生徒が増え，授業の質
が向上した。

・関数のグラフをかくことを苦手とする生
徒は多い。その理由は，比例の場合，点
をたくさんとるとなぜ直線になるのかが，
わからない生徒が多いからである。この
ことを理解せず，なんとなく問題を解い
ていると，自分が取った点の部分だけ直
線を引き，グラフ用紙いっぱいに直線を

引けないことが多かった。しかし，デジ
タル教科書を使用することで，短時間で
視覚的に，点の集合が線になることを理
解することができた。このことから，問
題練習を通して，グラフ用紙いっぱいに直
線を引けるようになった生徒が多くなっ
た。また，後に行う変域付きのグラフに
おいても，変域内で直線を止めることへ
の理解にもつながった。

・本授業に限らず，アニメーションが動く
コンテンツや解説などをもとに，生徒の
話し合い活動も活性化し，「なるほど。」「あ
〜そういうことだったのか。」という声が
たくさん聞かれるようになった。言語活
動の活性化を通して，基礎的な概念を理
解し，数学的な表現力を高めようとする
技能が身に付き，問題解決を積極的に行
おうとする意欲が高まった。

今回の授業の展開は，例年であれば２時
間構成で行っていた。直線を引くことの意
味を丁寧に説明するため，点を細かくとる
作業に時間がかかったためである。しかし，
デジタル教科書のおかげで効率よく直感的
に理解できるようになり，グラフの概形を
掴むのが容易になった。その分，問題練習
に時間をかけることができ，生徒の「グラ
フはかける！」という自信に繋げることが
できた。実際に，テストでも多くの生徒が
比例のグラフをかくことができた。また，
問題練習の際も，デジタル教科書で各自が
解答を見られるようにすることで，生徒一
人ひとり自分のペースで行うことができた。
さらに，解説も丁寧で，苦手な生徒が理解

するまで何度も確認できるため，絵や図を
見て納得のいくまで理解しようという意欲
がみられるようになった。もちろん課題も
ある。１時間の学習内容全てを表示させる
ことが難しく，１時間の見通しや学習内容
の振り返りを確認するのが難しい。その点
は，従来の紙の教科書の方が見やすいとこ
ろである。また，生徒たちに支給されてい
る端末のスペックが高くないことから，コ
ンテンツが開かなかったり，フリーズして
しまったりすることがあり，授業が中断し
てしまうことがある。今後は，紙の教科書
との使い分けや，家庭学習での活用方法な
ど，工夫や研修を重ね，デジタル教科書の
より良い運用方法を考えていきたい。




